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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月10日(2009.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェットプリントヘッドのノズルプレート表面に疎水性コーティング膜を形成す
る方法であって、
　ノズルプレートにノズルを形成する段階と、
　前記ノズルの出口を覆うように、前記ノズルプレートの表面にフィルムを積層する段階
と、
　前記ノズルの内壁及び前記ノズルの出口を覆うフィルムの内面に、メッキ方法によって
所定の金属層を形成する段階と、
　前記ノズルプレートの表面から前記フィルムを除去する段階と、
　前記ノズルの出口を介して露出された金属層を覆うように、前記ノズルプレートの表面
に疎水性コーティング膜を形成する段階と、
　前記ノズルの内壁に形成された金属層及び前記金属層の表面に形成された疎水性コーテ
ィング膜を除去する段階とを含むことを特徴とする疎水性コーティング膜の形成方法。
【請求項２】
　前記ノズルプレートの表面に前記フィルムを積層した後、前記ノズルの内壁及び前記ノ
ズルの出口を覆うフィルムの内面に、メッキのためのシード層を形成する段階をさらに含
むことを特徴とする請求項１に記載の疎水性コーティング膜の形成方法。
【請求項３】
　前記フィルムを除去した後、前記ノズルの出口を介して露出された前記金属層を所定深
さにエッチングする段階をさらに含むことを特徴とする請求項２に記載の疎水性コーティ
ング膜の形成方法。
【請求項４】
　前記金属層は、ダマシンメッキ法によって形成されることを特徴とする請求項１に記載
の疎水性コーティング膜の形成方法。
【請求項５】
　インクジェットプリントヘッドのノズルプレート表面に疎水性コーティング膜を形成す
る方法であって、
　ノズルプレートにノズルを形成する段階と、
　前記ノズルの出口を覆うように、前記ノズルプレートの表面にフィルムを積層する段階
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と、
　前記ノズルの内壁及び前記ノズルの出口を覆うフィルムの内面にポリマー層を形成する
段階と、
　前記ノズルプレートの表面から前記フィルムを除去する段階と、
　前記ノズルの出口を介して露出されたポリマー層を覆うように、前記ノズルプレートの
表面に疎水性コーティング膜を形成する段階と、
　前記ノズルの内壁に形成されたポリマー層及び前記ポリマー層の表面に形成された疎水
性コーティング膜を除去する段階とを含むことを特徴とする疎水性コーティング膜の形成
方法。
【請求項６】
　前記フィルムを除去した後、前記ノズルの出口を介して露出された前記ポリマー層を所
定深さにエッチングする段階をさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の疎水性コー
ティング膜の形成方法。
【請求項７】
　前記ポリマー層は、ドライエッチングによってエッチングされることを特徴とする請求
項６に記載の疎水性コーティング膜の形成方法。
【請求項８】
　前記ポリマー層は、１μｍ～１０μｍの深さにエッチングされることを特徴とする請求
項６に記載の疎水性コーティング膜の形成方法。
【請求項９】
　前記ポリマー層を形成する段階は、
　前記ノズルの内壁及び前記ノズルの出口を覆うフィルムの内面に液状のポリマーを塗布
する段階と、
　前記塗布されたポリマーを熱処理して硬化させる段階とを含むことを特徴とする請求項
５に記載の疎水性コーティング膜の形成方法。
【請求項１０】
　前記ポリマー層は、フォトレジストからなることを特徴とする請求項５に記載の疎水性
コーティング膜の形成方法。
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